






要約:B 型肝炎ワクチンの接種歴のある小児から年次毎に採血し、その HBs 抗体価を測定す

ることによって、接種時期からの経時的推移を検討した。 

HBs 抗体価の平均値は接種 1 年後の 1,016.16mIU/ml から徐々に減衰し、6 年後には

48.1mIU/m1 となった。 

これらの結果からワクチンの追加接種の必要性とその時期について考察した。 


